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　　　　　　　　　　　　　　　　　礼拝プログラム　※主の導きにより変わる事があります

黙祷　ヘブル 10:37-39　･･････御言葉に耳を傾け心を主に向けましょう。

*賛美　･･････････････････ 　９番　聖なる、聖なる、聖なるかな

*交読文　････････････････ 　４６番

*使徒信条　･･････････････会衆一同

*頌栄　･･････････････････ 　１７５番　み霊よわれ歌う時

礼拝のための祈り　･･･････ 成田エクレシア：浪川執事　天声：小林 伝道師

賛美　･･････････････････ 　３４４番　この目に何も見えずとも　

メッセージ　･･････････････ 祝福の実体を得るために必要なもの：信仰(ヘブル 11:1-6)

御言葉を適用する祈り　･･ 会衆一同

賛美　･･････････････････ 　３８２番　約束の地を

献金感謝の祈り　････････ パスター

報告　･･････････････････

*主の祈り　･･････････････ 会衆一同

*祝祷　･･････････････････ パスター

天声教会は

・御言葉なる主の御声を忠実に聞く教会。（ヨハネ 1:1、マタイ 3:17、17:5）

・主の御言葉を心で信じて義に至る教会。（ローマ 10:10）

・全能なる主の御言葉を口で告白し、救いに至る教会。（ローマ 10:10）

・受けた恵みを愛と忍耐をもって実践する教会。（テサロニケ 3:5）

祝福の御言葉（下線にご自身のお名前を入れて宣言して下さい）

　＿＿が、足の裏で踏む所はみな、わたしがモーセに約束したように、＿＿に与えるであろ

う。＿＿の領域は、荒野からレバノンに及び、また大川ユフラテからヘテびとの全地にわたり、

日の入る方の大海に達するであろう。＿＿が生きながらえる日の間、＿＿に当ることのでき

る者は、ひとりもないであろう。わたしは、モーセと共にいたように、＿＿と共におるであろう。

わたしは＿＿を見放すことも、見捨てることもしない。強く、また雄々しくあれ。＿＿はこの民

に、わたしが彼らに与えると、その先祖たちに誓った地を獲させなければならない。ただ強く、

また雄々しくあって、わたしのしもべモーセが＿＿に命じた律法をことごとく守って行い、これ

を離れて右にも左にも曲ってはならない。それはすべて＿＿が行くところで、勝利を得るた

めである。この律法の書を＿＿の口から離すことなく、昼も夜もそれを思い、そのうちにしるさ

れていることを、ことごとく守って行わなければならない。そうするならば、＿＿の道は栄え、

＿＿は勝利を得るであろう。わたしは＿＿に命じたではないか。強く、また雄々しくあれ。＿

＿がどこへ行くにも、＿＿の神、主が共におられるゆえ、恐れてはならない、おののいては

ならない」。（ヨシュア記1:3-9）

メッセージ概要

　クリスチャン生活をする上で最も欠かせないものが、信仰である。今回は信仰について学びたい。

　ヘブル書 11:1に「信仰とは」何であるかが書いてある。『信仰（ピスティス）とは、望んでいる事がら  (  エル  

ピゾー  )  を確信し  (  フポスタシス  )  、まだ見ていない事実を確認すること  (  エレグコス  )  である。』

　ここの「望んでいる事がら」と訳された語は、エルピゾーの受動態分詞、フポスタシスとは「実質」「実体」

「裏付けのあるもの」の事である。だから、ここを字義通り訳と、「信仰とは、（信仰者たちから）望まれている

事がら（例：癒やし、必要の満たし、解放など）の、実体である」。すなわち、癒やしや、必要の満たし、解放

など、人から「あってほしいな」と願われる事柄（エルピゾーの受動態）の実体化は、信仰によって、である。

　裏を返せば、信仰が無い人は、いくら望んでも手に入らない、という事だ。聖書は「信仰をもって、こうす

れば、こうなった」という事例の集大成であり、私達も聖書の記述を信じ、期待して行動するなら、そうなる

のだ！　世の人は、目に見える証拠や実証を求めるが、聖書は「信じるなら得る」という法則である。『昔の

人たちは、この信仰のゆえに賞賛された。』(2節)　『信仰がなくては、神に喜ばれることはできない』(6節)

　イスラエル 12部族中、最も多く土地を勝ち得たのは、ユダ族だった。ヨシュア記 15章には、ユダ族が勝

ち得た町々・村々のリストが、延々、63節に至るまで記されており、読むのも一苦労だが、それだけユダ族

は、「  あなたがたが、足の裏で踏む所はみな、わたしがモーセに約束したように、あなたがたに与える  」「  あ  

なたが生きながらえる日の間、あなたに当ることのできる者は、ひとりもない  」  という、主の約束の御言葉を

信じ、積極的に戦って行った結果、分捕ったリストを読み上げるのが大変な程に勝ち得て来たわけである。

私達も、聖書に記されている約束の言葉を信じて行動し、ユダ族のように実体として勝ち取って行くべきだ。

　これと真逆を行ったのが、ダン族である。彼らもくじによって相続地を割り当てられたのに(ヨシュア記

19:40-46)、彼らはヨシュアが生きている間に得た相続地を、原住民によって追い出されてしまった。相続

地を原住民によって追い出された部族は、イスラエル部族の中で彼らだけである。(士師記1章)

　それは、他人の信仰によって地を得ても、追い出すべきものをいつまでも追い出さず、信仰に立って動こ

うとしない「霊的怠慢」の結果だった。彼らはライシという所を偵察し、そこに攻め上ろう、と言ったが、その

理由は、その地の人々は弱そうで、孤立しており、たやすく攻め落せそうだったからだ。(士師記18:8-10)　

　彼らはその時、取って付けたように「神はそれをあなたがたの手に賜わる」とも言ったが、そこは主がくじ

によって割り当てた地ではなかった。かつてヨシュアとカレブは、敵が巨体であろうと、城壁を持っていよう

と、「主が共におられるのだから、必ず攻め落とせる」と、信仰によって攻撃を仕掛け、実際に攻め落とした  。  

　しかしダン族の考えは、全く逆だった。その地は、御言葉の約束外の、相続地としては示されていない地

だったのに、相手が弱かったので楽勝し、そこに自分たちの部族名「ダン」という名をつけて、定住した。

　しかし彼らは、そこに行く途中にあった家から、偶像やテラフィムと、その家の雇われ祭司（実は祭司では

なくレビ人）を強奪し、自分たちの祭司に仕立て上げ、偶像礼拝の体制を整えて、定住する事にした。

　『ダンの人々は刻んだ像を自分達のために安置し、、、国が捕囚となる日にまで及んだ。』(士師記18:30)

　彼らは、士師の時代が終わった後、他の部族が正当な信仰に戻っても、ダン族だけはシロやエルサレム

に礼拝に行かず、イスラエル最北端の地で不当な礼拝をし続けていたのだろう。啓示録には、神の印が押

されるイスラエル十二部族が出てくるが、そこからは、ダン族は、外されてしまっている。(黙示録7:4-8)

　結局、「主が与えてくださった」という約束の御言葉を信じず、主から「しなさい」と言われた事をいつまで

もせず、目で見て勝てる相手と戦って、御旨でない地を手に入れ、神の方法にかなわない自己流の礼拝

を続けて行くなら、神が忌み嫌われる偶像礼拝へと落ち込み、ついには、祝福から外されてしまうのだ。

　天の御国は、積極的に襲う者達によって、奪われていくものである。『バプテスマのヨハネの時から今に

至るまで、天国は激しく襲われている。そして激しく襲う者たちがそれを奪い取っている。』(マタイ 11:12)

目で見て勝てる相手と戦って、勝てない相手とは戦わないような不信仰は捨てて、御言葉の祝福を信じ、

積極的に求め、信仰によって多くを勝ち取り、勝ち取った良き地のリストは読み上げるだけでも一苦労で

あったユダ族のように栄えて行くみなさんでありますように！イエス様のお名前によって祝福します！

http://voh.plala.jp/


お祈りしていただきたい事がありましたら、以下にお書きの上、教会へお持ち下さい。

集会案内

主日礼拝（日曜）

日本語礼拝   賛美 10:30　礼拝 11:00
食事/フェローシップ 　      12:30～
English Service　　　          　　 14:00～

日々の集会

　　月～金　早天祈祷会　　　　　　5:00～
　　火・木・金　賛美と祈りの集会 13:00～
　　火～木　夜の祈祷会　　　　　  19:30～
水曜礼拝

　1部                                           　13:00～
　2部                                           　19:30～
金曜徹夜祈祷会                           21:00～

各礼拝はインターネットでライブ中継しております　→　youtube.com/c/  横浜天声キリスト教会  

アクセス

横浜市営地下鉄・伊勢佐木長者町駅

6 番 B出口を出てまっすぐ徒歩 5分
JR・関内駅より徒歩 10分
京急線・日ノ出町駅より徒歩 10分

関内駅から伸びる大通公園沿い、

伊勢佐木警察署の向かい対角線上にあり、

1F がファミリーマートになっております。

第 14 巻 29 号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2019 年 7 月 21 日

横浜天声キリスト教会
礼拝　週報

〒231-0058　　　　　パスター：　林和也　川合ゆきえ
　神奈川県横浜市中区弥生町 2-17　ストークタワー大通公園 I-201
TEL/FAX：　045-326-6211

Homepage：　http://voice.of.christ.yokohama/
email：　ephes_03-tensei＠ yahoo.co.jp

聖書メッセージを携帯で
聖書メッセージをメールで

毎日携帯にお届けします。

左記コードを読み込み、

空メールを送信するだけ！

http://youtube.com/c/%E6%A8%AA%E6%B5%9C%E5%A4%A9%E5%A3%B0%E3%82%AD%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88%E6%95%99%E4%BC%9A

